
定型文を使った実験レポートの指導 

 

 中学校・高等学校における実験レポートには、実験結果の記述に自分の意見が混ざったり、結論の

記述で主語を入れなかったり、単語しか書かないといった、表現における問題点が多いことが指摘さ

れている。 

 また、教科書や教師用指導書においても、結果と考察を意識して分けて書かれていないなどの混乱

が見られる。 

 そこで、実験レポートの書き方の指導法として、定型文を作り、それに合わせて記述させる訓練が

有効であるとの報告があるので、紹介する。 

 

 実験レポートで必要な項目  

    目的：考察する内容(実験で何を見いだそうとしているか) 

  操作：実際に行った手順（テキスト等を写すのではなく、実際に行った操作を過去形で書く） 

    結果：観察した事実（実験して自分の目で見た事実） 

  考察：自分で考えた意見（結論）とその説明（根拠） 

            → 目的に対応した考察 

 

 実験レポートを書く際、結果と考察の書き方を定型文で書く指導をすると、論理的な実験レポート

を書きやすくなる。  

 

定型文の書き方 

  結果の定型文 

     「ａ(操作）したら、ｂ（結果）になった。」→ 見たままを書く 

 考察の定型文 

     「ｃ（結果）から、ｄ（結論）と考えた。 

                  その理由は、ｅ（根拠）だからである。｣→考えないと書けない 

 

実験レポートを書く際に必要な結果と考察の関係は次のようになる。 

 

《結果の記述》                  《考察の記述》 

 

  実験操作ａ 

      ↓ 

  実験観察結果ｂ     →   実験観察結果や計算結果ｃ 

  （元となる事実）                     ↓ ← 根拠ｅ 

                                     結論ｄ   （結果と結論とを結びつける 

              （事実から導いた自分の意見）   知識や理論） 



◎結果 「ａ(操作）したら、ｂ（結果）になった。」 

 ｂにはａの操作で観察した結果を過去形で記入させる。 

◎考察  「ｃ（結果）から、ｄ（結論）と考えた。その理由は、ｅ（根拠）だからである。｣ 

 ｃには実験や観察の結果や計算の結果が入るが、これを書く理由は、どの結果から結論を導いてい

るかを確認させ、明示させることが重要だからである。また、ｄには自分で考えた結論が入り、「ｄ

と考えた」、「ｄであった」のように書く。 

 さらに、ｅでの根拠とは、結果と結論を結びつける説明である。すなわち、ｃの結果からｄの結論

を導くために必要な知識や理論を意味する。そこにはすでに知っていることを書いたり、教科書や参

考書などで調べた事実や理論などを入れる。 

 

実験レポートのチェックポイント 

 定型文を使った記述をチェックする観点として次のことがあげられる。 

【全体に関するチェックポイント】 

 １ 説明を求められたことに答えているか。 

 ２ 「何が・何を、どうなるか・どうしたか」が明示されているか。 

 ３ 主語と述語が対応しているか 

 ４ 一つの文の中に、多くの情報を詰め込みすぎていないか。 

【結果に関するチェックポイント】 

 ５ 結果を記述する分が定型文にあっているか。（操作と結果の要素が入っているか） 

 ６ 結果を記述する分に、考察が混じっていないか。 

【考察に関するチェックポイント】 

 ７ 目的に対応した考察がなされているか。 

 ８ 考察する文に根拠が書けていないか。 

 ９ 考察する文に必要な根拠があがっているか。 

１０ 考察する文が結論＋根拠の順になっているか。 

１１ 考察する文が定型文にあっているか（結果と結論、根拠の要素が入っているか。 

１２ 考察するときに実験結果の原因（実験結果となるのは、～だからである）として書いていない

か。 

 

 論理的な表現をするには、これらが満足されている必要がある。特に、3の主語と述語が対応してい

ること、6の事実（結果）と意見（結論）の区別をすること、7の考察を目的と関係づけて書くこと、9

の考察で実験事実（結果）から自分の意見（結論）を導き出した説明（根拠）を記述することは、論

理的な表現として重要である。 

 定型文を使って実験レポートを書く指導をするには適さない実験もあるし、生徒によっては自由に

書かせる方がよい場合もあるが、論理的な思考力、表現力を育てる一つの方策である。 

 また、レポート作成と関連して、自分の考えをまとめる、あるいは他の文章を要約することも併せ

て表現力を育成するために必要なことだが、その際の視点となる参考資料（ｐｄｆファイル）をあげ

ておく。 
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実験例（ワークシート） 

○ 化学変化の前後の質量変化（ｐｄｆファイル） 

 

○ コロイド溶液（ｐｄｆファイル） 

 

http://digirika.el.tym.ed.jp/wp-content/uploads/c209-1-kagakuhenka.pdf
http://digirika.el.tym.ed.jp/wp-content/uploads/c209-1-koroido.pdf

